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平成 23 年度医学医療系登録研究グループ（リサーチユニット）申請書 

 2011.8.31 

1.申請者 

（代表者） 
所属・職 臨床医学域・教授 

氏名
ふりがな

 榊原 謙 （サカキバラ ユズル） 

連絡先 TEL： 3107, 91563  e-mail: kensan@md.tsukuba.ac.jp 

2.リサーチユニット 

名称 

（英訳名） 

心臓血管リサーチユニット 
 
Cardiovascular Research Unit 

研究分野及び 

キーワード 
研究分野：（臨床応用のための研究） 

キーワード：（心臓血管）（創薬）（ニューテクノロジー）（疫学研究）（予防医学） 

3.組織（中核教員には氏名の前に＊印を記載） 

氏名
ふりがな

 所属部局・職名 分野 役割分担 

（申請代表者） 
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研究ユニットの総括 
臨床研究シーズの発

掘 
研究の実践 
 
研究ユニットの総括 
臨床研究シーズの発

掘 
 
研究シーズの管理 
 
 
創薬関連研究の連携 
創薬関連研究の連携 
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4.研究プロジェクト計画の概要(1000 字以内) 

 

 心臓血管リサーチユニット設置の目的は以下の理由によりその重要性は明らかである。心

脳血管死を合わせると全死亡の約 30％を占める重要な疾患群であり、癌による死亡率に匹敵

する人類の克服すべき大きな課題であること。心臓血管病学の発展のための新たな創薬、テ

クノロジーの開発には、内科、外科，薬理学、循環器関連の基礎医学、疫学研究が一体とな

る必要性がある。 

  先ずhigh volume施設になる努力を惜しまず、臨床研究の推進を図る。これから解決すべき問

題点やテクニックとこれに要する器材の新規開発を目指して、臨床に即した研究を計画する。ただ

この臨床のための研究に留まらず、その解決が必要な問題点の共有を基礎研究者（外部の共同

研究者を含む）と綿密に行う。CREIL センターの機能も大きくお借りしたい。 
 また、心臓血管病の研究に大々的に取り組んでいることを内外にはっきりとアピールして行くこと

が重要であり、これによって学外また海外の研究施設や研究者との交流を深めやすい環境を整え

る。このためにも、この研究組織をあることを先ずユニットとして正式にお認めいただいた上で、こ

れをさらに大きくしていく努力に勤しみたい。 
 特に海外の研究機関、先進医療機関との共同研究が重要と考えており、この交流の強化のため

に若手医師ならびに研究者の双方向の派遣を活発に行っていきたいと考えている。 
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5.研究プロジェクト計画の概念図 

 
 


